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（概要） 

 本稿では、読み聞かせが保育者のどのような意図によって行われているのか、また仕掛け

と効果について、実際の記録にもとづいた実証的分析を行い考察している。手法 1では、読

み聞かせの実践者へのインタビューを、手法 2では、読み聞かせの様子を記録・観察する。

手法 1 からは、保育者は複数の目的をもって読み聞かせを行っていること、手法 2 では、

良い聞かせの仕掛けと効果を観察して、子どもたちの集中力をどう高めるかを確認した。幼

児期の読み聞かせは想像力や感性を養う上で必須であり、小学や中学だけでなく、その後の

人生に大きく影響するものである。そのため、幼児期に良い読み聞かせをすることは重要で

あり、それには保育者の意図の明確化や仕掛けが欠かせない。 

 

（感想） 

 絵本の読み聞かせは、ただ絵を見ながら絵本に書いてある文字を読めばいいと思ってい

たが、そうではないと知り驚いた。良い読み聞かせをするためには、意図の明確化などが必

要であり、ただ絵本を読めばよいというものではないことが分かった。特に印象的だったの

は、幼児養育において読み聞かせは複数の意味を持つということだ。聞く力を育てるだけで

なく、見えない問いかけを生む場や、心の安定の時間でもあるという。この論文を読んで目

指すべき理想の読み聞かせについて、考えることができた。それをこれからの BFCの活動

でも活かしたいと思った。 


